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堂
創
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教
育
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誌「
教
育
新
聞
」「
学
之
友
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ど
刊
行
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京
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国
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立
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贈

 

博
報
堂
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七
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五
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第
一
回「
博
報
賞
」贈
呈
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国
語
教
育
部
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視
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障
が
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部
門
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門
」の
三
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で
開
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第
一
回「
博
報
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
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催

 「
博
報『
こ
と
ば
と
文
化
・
教
育
』研
究
助
成
事
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現
：
児
童
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育
実
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に
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い
て
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究
助
成
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日
本
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始
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博報堂は、明治28年（1895年）に創業、日本の広告業界の黎明期から活動を続ける総合広告会社です。
2003年に大広・読売広告社と経営統合し、共同持株会社である博報堂ＤＹホールディングスを設立。株式移転方式により、博報堂ＤＹホールディングスの
100%子会社となりました。
博報堂ＤＹグループは457のグループ会社（子会社および関連会社）で構成され、博報堂の従業員4,666人を含む、グループ合計約29,000人の従業員が
世界30以上の国と地域で働いています（2026年4月1日現在）。グループ全体の収益は、8,610億円（2026年3月期通期）となり、米国Ad Age誌の
「World’s 25 Largest Agency Companies」では世界トップ10と発表されています(Ad Age Agency Report 2025より)。日本国内では2位にランキング
されているエージェンシーグループです。

株式会社 博報堂



博報堂教育財団の活動
私たちが活動の根幹に置くのは「ことばの力」です。

それは、文章を読む力、人の話を聞く力はもちろんのこと、「ことば」やその背後にある「文化」を通じて、強く感じ、

深く考え、豊かに表現できるようになる。そんな人間形成に関わる総合力を私たちは「ことばの力」ととらえています。

これを基軸に、現在私たちは「子ども」「ことば」「教育」のフィールドで、活動を行っています。

こ
と
ば
の
力
を
、

子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
へ
。

当
財
団
は
、次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

こ
と
ば
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
、

「
生
き
て
い
く
力
」を
喚
起
す
る
根
源
で
あ
る
と
考
え
る
。

当
財
団
は
、こ
と
ば
を
基
軸
に
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
感
じ
る
力
、考
え
る
力
、表
現
す
る
力
、

共
に
生
き
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

「
現
場
の
実
践
」を
支
援
す
る
。

当
財
団
は
、「
顕
彰
」「
助
成
」の
事
業
に
加
え
て
、

子
ど
も
た
ち
が
、こ
と
ば
の
力
に
よ
っ
て
社
会
と
関
わ
り
、

他
者
と
つ
な
が
っ
て
い
く
た
め
の

「
場
の
形
成
」に
つ
い
て
も
支
援
を
行
う
。

一
、二

、
三
、 博

報
堂
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財
団
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ジ
ョ
ン

公
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団
法
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博
報
堂
教
育
財
団
は
、

児
童
に
対
す
る
国
語
教
育
と
視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
教
育
を
助
成
し
、

あ
わ
せ
て
そ
の
活
動
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
で
、

健
全
な
人
間
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

一
九
七
〇
年
に
財
団
法
人 

博
報
児
童
教
育
振
興
会
と
し
て
誕
生
し
、

二
〇
一
一
年
に
公
益
認
定
を
受
け
、

二
〇
二
〇
年
一
月
に
現
在
の
名
称
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

設
立
か
ら
半
世
紀
を
経
て
、

私
た
ち
は
、「
子
ど
も
」「
こ
と
ば
」「
教
育
」を
自
ら
の
活
動
領
域
と
と
ら
え
、

「
こ
と
ば
の
力
」を「
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
」へ
と
育
む
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

設
立
当
時
に
優
れ
た
教
育
実
践
を
顕
彰
す
べ
く
創
設
さ
れ
た「
博
報
賞
」。

こ
れ
に「
児
童
教
育
実
践
に
つ
い
て
の
研
究
助
成
」「
教
職
育
成
奨
学
金
」を
加
え
た

三
つ
の
事
業
を
基
幹
事
業
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
日
本
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
社
会
啓
発
事
業
」な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
る
課
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に「
調
査
研
究
事
業
」で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
通
じ
て
子
ど
も
の
姿
を
あ
り
の
ま
ま
に
と
ら
え
、

社
会
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

博
報
堂
教
育
財
団
の
活
動
に
、ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

社会啓発事業

調査研究事業

児童教育実践に
ついての
研究助成

「ことばの力」を育む研究と

児童教育実践の質の向上を目的として、

大学、研究機関、

および教育実践に関わる方を対象に、

優れた研究を助成しています。

新しい視点を持つ研究成果が

実践の場に反映され、

児童教育の基盤が充実していくことを

目指しています。

教職育成奨学金

児童教育、国語教育を支える

未来の教育指導者を育成し、

これからの子どもたちを支えていく人材を

輩出することを目的に、

教職を目指す大学生・大学院生を

支援しています。

推薦依頼大学から推薦された

熱意ある教員志望学生に対し、

奨学金を給付するとともに、

独自の研修を通じて、

広い視野と柔軟な思考力を育成していきます。

博報賞
博報賞は、

児童教育現場の活性化と

支援を目的として、

財団設立とともにつくられました。

日々教育現場で尽力されている

学校・団体・教育実践者の

「波及効果が期待できる

草の根的な活動と貢献」を

顕彰しています。

また、その成果の共有、地道な活動の継続と

拡大の支援も行っています。

近年、日本語学習者数の伸長が著しいASEAN地域での、

さらなる日本語教育の進展に向けた課題を解決するため、

財団設立50周年を機にタイから開始しました。

海外における日本語教育の発展と日本文化の普及に寄与していきます。

日本語教育
プログラム

これまで蓄積してきた事業成果を活用し、教育界の方 と々の連携を

さらに広げ強めていくことで、子どもを取り巻く環境についての洞察を深めています。

そのための独自調査機関である「こども研究所」では、

子どもの姿をありのままにとらえる独自調査や実験的な取り組みを行っています。

また、行政、教員、研究者など、多様な教育関係者が集う

「教育課題に関する研究交流会議」も開催しています。

時代ごとに求められる社会啓発テーマを設定し、

普及啓発を行うことを目的としています。

その第1弾として、“子どもの読書機会の拡大”をテーマに、

「読書推せん文コンクール」を実施しており、毎年多数の応募をいただいています。


